
 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１１月２６日 

 

＜公益財団法人三井住友海上福祉財団＞ 

２０２４年度「研究助成」および「三井住友海上福祉財団奨励賞」を決定 
 
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの公益財団法人三井住友海上福祉財団（理事長：柄澤 康喜）は、

２０２４年度の研究助成として応募総数１５３件のうち３７件を決定し、本日、贈呈式を開催します。 
また、優れた著作・論文に対して贈呈する「三井住友海上福祉財団奨励賞」として著作・論文各２点の  
合計４点を同日に表彰します。 
当財団では、「交通事故・各種災害の防止等分野」「高齢者福祉分野」の２分野で研究助成を実施して 

おり、今年度は総額４，６６４万円を助成します。また、海外（タイ、台湾）の研究助成として応募総数
２３件のうち７件の助成を決定しました。 
今年度の研究助成は合計４４件、総額５，１５０万円となり、表彰者への助成等の研究助成以外の助成

も含めた当財団設立以来の助成累計は２，３７３件、２６億４，７２３万円となります。 
 
１．２０２４年度贈呈式の概要 
開催日時：２０２４年１１月２６日（火）１５：３０～１８：００ 
開催場所：住友会館（東京都港区六本木１－６－１ 泉ガーデンタワー４２階） 
出 席 者：研究助成対象者、受賞者、内閣府、選考委員、財団役員、友好団体等 合計約６０名 
記念講演 
交通事故・各種災害
の防止等分野 

まなび合いが育む“愛”のかたち～防災教育学の新機軸 １０年の挑戦から～ 
【関西大学 社会安全学部 教授 近藤 誠司 氏】 

高齢者福祉分野 
比較生物学的手法を駆使した、加齢に伴う生体適応機構の解明 
【大阪公立大学大学院 医学研究科病態生理学 講師 高杉 征樹 氏】 

 
２．主な研究助成・受賞テーマ 
（１）研究助成  

分野 助成例 
交通事故・各種災害
の防止等分野 
（全１２件） 

アルコールバイオマーカーに着目した飲酒運転時における体内アルコール濃
度推定に関する研究－アルコール等影響発覚免脱事案への適用を目指して－ 
【大分県警察本部 刑事部科学捜査研究所 主任研究員 末房 優子 氏】 

高齢者福祉分野 
（全２５件） 

骨、関節、筋疾患の包括的な疫学指標と予後への影響の解明：２０年にわたる
地域住民コホートの追跡 
【東京大学医学部附属病院 ２２世紀医療センター ロコモ予防学講座 
特任助教 飯高 世子 氏】 

 
（２）三井住友海上福祉財団賞 

分野 ①財団賞 ②財団奨励賞 

交通事故・各種 
災害の防止等分野 
（著作２点） 

該当なし 

防災教育学の新機軸 まなび合いのアクションリサーチ 
【関西大学 社会安全学部 教授 近藤 誠司 氏】 
 
ＳＤＧｓ時代の地方都市圏の交通まちづくり 
【和歌山大学 経済学部 教授 辻本 勝久 氏】 

高齢者福祉分野 
（論文２点） 

該当なし 

Participation in Community Gathering Places and Subsequent 
Health and Well-Being: An Outcome-Wide Analysis 
（高齢者における通いの場参加とその後の健康・ウェルビーイング：

アウトカムワイド分析） 

【千葉大学予防医学センター 特任助教 井手 一茂 氏】 
 

Occupational Fall Risk Assessment Tool for older workers
（高齢労働者のための就業転倒リスク評価ツール） 
【国立長寿医療研究センター フレイル研究部 
副部長 大須賀 洋祐 氏】 

以 上 



添付別紙 

 

 

三井住友海上福祉財団の概要 

 

事 務 所 〒１０１－８０１１ 東京都千代田区神田駿河台３―９ 

設   立 
１９７５年 ９月１日：住友海上福祉財団として発足 

２００１年１０月１日：三井住友海上福祉財団と改称 

主 務 官 庁 内閣府 

理 事 長 柄澤 康喜 

基 本 財 産 １９億２，８９７万円（２０２４年３月３１日現在） 

沿   革 

・１９７５年９月に住友海上社の創業８０周年を記念して設立されました。 

 

・財団設立以来、「交通事故・各種災害の防止等」と「高齢者福祉」の両分野への助成

累計は２，３７３件、２６億４，７２３万円となります。 

 

・設立当初は、損害保険に関係の深い交通遺児や防災活動で殉職した消防士の遺族等 

への援護活動が中心でしたが、１９８０年代からは、交通安全の普及啓発活動への 

助成に重点を置くようになりました。 

 

・１９９１年からは、わが国の高齢化の進展に合わせ、高齢者福祉分野へ助成対象を 

拡大しました。時代の変化にともなって事業領域を広げ、現在は、「交通事故・各種

災害の防止等」と「高齢者福祉」の両分野の研究助成、施設助成、著作・論文表彰な

どの多岐にわたる活動を行っています。 

 

・２００７年度から海外における研究者を対象とした研究助成を開始しました。現在の

対象地域はタイ、台湾の２つの国・地域で、２０２４年度は７件、約４８６万円※を

助成します。 
※：助成金額は、暫定為替レートで計算しています。 

 

・２００９年１２月１日に、新公益法人制度の下、「公益財団法人三井住友海上福祉  

財団」に移行しました。 

 

・近年、分野別では、「高齢者福祉」が助成事業全体の約７割を占めています。 

  


